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あ
た
り
、
首
相
の
選
任
方
法
だ
け
を
問
題
に
し
て
、
統
治
組
織
に
関
わ
る
そ
の
他
の
問
題
、
特
に
国
会
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た

た
め
、
必
ず
し
も
緻
密
な
検
討
に
耐
え
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
議
論
が
十
分
深
ま
る
前
に
、
世
間
一
般
の
関
心
は
こ
の
問
題
か

ら
去
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
今
回
も
、
四
0
年
前
と
同
じ
よ
う
に
改
憲
論
の
博
物
館
の
倉
庫
に
眠
ら
せ
て
お
く
の
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
の
な
か
で
ひ
と
つ
気
に
な
っ
た
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
選
制
の
導
入
が
、
た
だ
ち
に
首
相
の
権
力
な
い
し
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
に
つ
な
が
る
か
の
よ
う
な
論
調
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
つ
な
が
り
に
否
定
的
な
見
方
も
示
さ

(
2
)
 

れ
て
い
る
が
、
公
選
制
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
と
の
関
係
に
は
、
な
お
論
ず
る
べ
き
点
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
問
題
の
解
明
の
一
助
と
し
て
、
本
稿
は
、
執
行
府
の
長
を
直
接
国
民
が
選
ぶ
と
い
う
点
で
首
相
公
選
制
と
共
通
点
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス

(
3
)
 

第
五
共
和
制
に
お
け
る
大
統
領
公
選
制
を
検
討
す
る
。

二
0
世
紀
初
頭
以
来
、
と
り
わ
け
第
一
次
大
戦
後
、

と
も
に
、
大
統
領
を
頂
点
と
し
て
執
行
府
の
権
威
を
回
復
し
、
し
か
も
、
そ
う
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
が
お
お
む
ね
民
主
的
に
機
能
し
て
い

る
と
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
制
度
的
要
因
と
し
て
、
大
統
領
公
選
制
導
入
を
あ
げ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
先
に
指
摘
し
た
日
本
の
首
相
公
選
制
導
入
論
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
第
五
共

和
制
の
歴
史
を
、
執
行
権
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
軸
に
見
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
見
方
は
、
少
な
く
と
も
短
絡
的
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
執
行
府
の
弱
体
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
が
、
第
五
共
和
制
憲
法
と

確
か
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
公
選
制
の
付
与
す
る
民
主
的
正
統
性
が
、
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
お
け
る
主
要
な
要
因
と
す

(
4
)
 

る
議
論
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
度
に
わ
た
る
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
経
験
は
、
そ
の
よ
う
な
民
主
的
正
統
性
は
、
大
統
領
の
実
際

に
行
使
で
き
る
権
限
を
守
る
の
に
十
分
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
首
相
公
選
制
の
導
入
が
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
首

相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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大統領公選制の神話と現実（塚本）

と
は
い
え
、

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
大
統
領
公
選
制

フ
ラ
ン
ス
解
放
の
英
雄
と
し
て
「
歴
史
的
正
統
性
」
を
備
え
て
い
た
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
別
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
大
統

領
も
ま
た
、
彼
と
同
様
に
大
き
な
政
治
的
指
導
力
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
第
三
、
第
四
共
和
制
下
で
政
治
に
お
け
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
そ
の
突
然
の
出
現
そ
し
て
持
続
に
は
、
大
統
領
公
選
制
が
間
接
的

に
貢
献
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領
公
選
制
は
、
相
関
す
る
二
つ
の
政
治
現
象
、
権
力
の
人
格
化
と
政
党
制
の
二
極
化

を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
統
領
の
政
治
的
指
導
力
を
確
保
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
政
治
現
象
は
、
大
統
領
公
選
実

公
選
制
抜
き
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
ま
た
、

施
以
前
に
ド
ゴ
ー
ル
の
政
治
実
践
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ド
ゴ
ー
ル
後
も
そ
れ
が
持
続
し
深
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
統
領

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
下
で
、
大
統
領
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

喪
失
し
、
首
相
が
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
旧
六
条
）
。
五
八
年
大
統
領

以
下
、
ま
ず
、
大
統
領
公
選
制
と
大
統
領
の
実
際
に
行
使
す
る
権
限
の
強
弱
と
の
間
に
は
、
直
接
の
関
係
が
な
い
点
を
コ
ア
ビ
タ
シ
オ

ン
の
前
後
の
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
変
化
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い

(
-
）
。
次
に
、
結
果
に
お
い
て
、
大
統
領
公
選
制
が
、

に
政
治
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
維
持
発
展
に
貢
献
し
た
か
を
見
る
こ
と
に
す
る

(=-)。

、、しカ

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
六
二
年
憲
法
改
正
に
よ
り
大
統
領
公
選
制
を
導
入
し
た
。
五
八
年
憲
法
制
定
当
時
は
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

海
外
領
土
議
会
議
員
お
よ
び
市
町
村
議
会
の
代
表
者
か
ら
な
る
選
挙
人
団
が
選
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
た

選
挙
に
お
い
て
は
こ
の
選
挙
人
団
は
お
よ
そ
八
万
人
で
あ
り
、
そ
の
大
多
数
は
、
中
小
市
町
村
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
以
前
の
大
統
領
選
出
母
体
で
あ
る
国
会
議
員
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
い
が
、
国
民
を
代
表
す
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
制
度
で
あ
っ
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1

大
統
領
中
心
主
義
と
公
選
制

た
。
ド
ゴ
ー
ル
は
、
な
ぜ
憲
法
制
定
か
ら
四
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
時
に
、
大
統
領
選
挙
制
度
の
根
本
的
な
変
更
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
彼
は
そ
の
狙
い
を
、
国
民
に
説
明
す
る
演
説
の
中
で
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
後
に
大
統
領
と
な
る
者
が
「
至
高
の

責
任
（
国
家
の
長
と
し
て
国
の
活
動
を
指
導
す
る
責
任
ー
引
用
者
）
を
完
全
に
行
使
し
う
る
た
め
、
ま
た
行
使
せ
ざ
る
を
え
な
く
す
る
た

(
5
)
 

め
に
は
、
〔
中
略
〕
彼
ら
が
市
民
全
体
か
ら
直
接
任
務
を
授
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
。
公
選
制
は
、
大
統
領
の
国
家
指
導
の
責

任
1
1
権
限
を
実
質
的
に
裏
付
け
、
保
障
す
る
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
狙
い
は
達
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問

い
に
答
え
る
た
め
に
、
ま
ず
、
大
統
領
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ー
ド
ゴ
ー
ル
の
言
う
「
至
高
の
責
任
」
1

の
行
使
1
1
大
統
領
中
心

主
義
に
つ
い
て
、
ド
ゴ
ー
ル
の
政
治
実
践
を
中
心
に
概
観
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
よ
り
覆
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

五
八
年
憲
法
は
、
そ
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
議
会
に
対
し
て
執
行
権
を
強
化
す
る
点
で
起
草
者
ら
に
意
見
の
一
致
は
あ
っ
た
も
の
の
、

強
化
さ
れ
る
執
行
権
の
中
心
を
大
統
領
に
置
く
か
首
相
に
置
く
か
で
対
立
が
あ
っ
た
。
起
草
作
業
の
中
心
と
な
っ
た
四
人
の
う
ち
、
ド
ゴ

ー
ル
は
当
初
か
ら
大
統
領
中
心
主
義
に
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
ブ
レ
や
ギ
・
モ
レ
、
ピ
エ
ー
ル
・
フ
リ
ム
ラ
ン
は
、
首

(
6
)
 

相
中
心
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
憲
法
典
は
、
基
本
的
に
は
首
相
中
心
主
義
的
に
起
草
さ
れ
た
が
、
あ
い
ま
い
さ
を
含
む
も
の
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
0
条
は
国
家
の
政
策
を
決
定
し
統
率
す
る
権
限
を
政
府
に
与
え
、
第
ニ
―
条
は
そ
の
政
府
の
指
導
を
首
相
に
委
ね

た
。
他
方
で
、
第
五
条
は
大
統
領
の
任
務
を
、
憲
法
の
遵
守
の
監
視
、
仲
裁
に
よ
る
公
権
力
の
正
常
な
運
営
お
よ
び
国
家
の
継
続
の
確
保

と
規
定
し
た
。
こ
こ
に
お
け
る
「
仲
裁
」
概
念
の
不
明
確
さ
か
ら
、
ま
た
、
具
体
的
に
、
首
相
の
任
命
権
や
非
常
時
権
限
、
議
会
の
解
散

権
、
あ
る
種
の
法
案
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
付
託
権
を
、
大
統
領
固
有
の
権
限
と
し
て
、
す
な
わ
ち
大
臣
の
副
署
を
要
し
な
い
、
裁
量
的
に

行
使
で
き
る
権
限
と
し
た
こ
と
か
ら
、
大
統
領
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
不
明
確
さ
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
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大統領公選制の神話と現実（塚本）

ド
ゴ
ー
ル
は
こ
の
あ
い
ま
い
さ
を
最
大
限
に
利
用
し
て
、

権
限
行
使
と
な
る
首
相
任
命
か
ら
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
ブ
レ
の
首
相
任
命
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
ド
ブ
レ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
閣
僚
名
簿
だ
け
で
な
く
一
般
的
政
策
方
針
を
も
、
大
統
領
の
承
認
を
得
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

(
7
)
 
た
。
首
相
が
彼
以
外
の
閣
僚
を
大
統
領
に
提
案
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
規
定
に
基
づ
く
が
（
八
条
二
項
）
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
大
統

領
は
首
相
の
提
案
を
た
だ
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
政
府
の
構
成
に
対
し
て
直
接
介
入
し
う
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

て
大
統
領
が
首
相
に
優
越
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
大
統
領
が
政
府
の
政
策
遂
行
全
般
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
を
予
示
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

五
八
年
憲
法
を
大
統
領
中
心
主
義
的
に
運
用
し
た
。
大
統
領
就
任
後
最
初
の

ド
ゴ
ー
ル
の
大
統
領
中
心
主
義
的
政
治
実
践
は
、
憲
法
上
疑
わ
し
い
や
り
方
で
も
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、

五

る
。
憲
法
上
、
大
統
領
は
、
首
相
の
政
府
辞
任
提
案
に
も
と
づ
い
て
し
か
首
相
を
解
任
で
き
な
い
が
（
八
条
一
項
）
、
こ
の
と
き
、
ド
ゴ

(
8
)
 

ー
ル
は
自
ら
の
一
方
的
判
断
で
ド
ブ
レ
に
首
相
を
辞
任
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
後
に
ド
ゴ
ー
ル
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
正
当
化
し
た
。

、
、
、
、
、

「
大
統
領
は
、
首
相
を
選
任
し
、
他
の
閣
僚
と
も
に
任
命
し
、
交
代
さ
せ
る
権
能
を
有
す
る
」
（
傍
点
引
用
者
）
。
憲
法
―
一
条
に
よ
る
最

初
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
実
施
も
、
憲
法
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
憲
法
上
大
統
領
が
あ
る
法
案
を
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
付
託

す
る
た
め
に
は
、
政
府
ま
た
は
議
会
両
院
一
致
の
提
案
が
必
要
な
の
だ
が
、
ド
ゴ
ー
ル
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
自
決
権
に
関
す
る
法
案
が
レ

(
9
)
 

フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
、
政
府
が
提
案
を
行
う
一
ヶ
月
前
に
決
定
し
明
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
ド
ゴ
ー
ル
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
彼
の
個
人
的
威
信
と
緊
迫
し
た
政
治
状
況
、
そ
し
て
憲
法
起
草
の
責
任
者
と

い
う
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
個
人
的
威
信
は
何
よ
り
彼
が
「
救
国
の
英
雄
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
フ
ラ
ン
ス
が
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
に
屈
服
し
た
と
き
、
た
っ
た
一
人
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
抵
抗
を
呼
び
か
け
て
か
ら
五
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
解
放
と
対
ド
イ
ツ
勝
利
の
た

ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
に
よ
る
大
統
領
中
心
主
義

一
九
六
二
年
の
首
相
更
迭
で
あ

一
般
政
策
に
関
し
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め
の
活
動
は
、
並
ぶ
者
の
な
い
威
信
を
彼
に
与
え
て
い
た
。
第
四
共
和
制
下
で
の
フ
ラ
ン
ス
人
民
連
合

(
R
P
F
)

た
超
越
的
な
威
侶
を
政
治
的
に
若
干
傷
つ
け
た
し
、
彼
の
年
齢
（
ド
ゴ
ー
ル
は
一
八
九
0
年
生
ま
れ
）

惧
を
抱
か
せ
、
ま
た
、
彼
の
権
力
掌
握
・
新
共
和
制
樹
立
の
過
程
は
、
相
容
れ
る
こ
と
の
な
い
反
対
派
を
創
り
出
し
て
い
た
が
、
彼
の
名

フ
ラ
ン
ス
が
突
入
し
た
政
治
的
軍
事
的
危
機
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
た
。
五
四
年
一

リ
ア
独
立
派
に
よ
る
武
力
闘
争
が
始
ま
っ
て
以
来
、

は
政
治
活
動
の
遂
行
に
つ
い
て
危

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
ず
る
ず
る
と
戦
局
を
拡
大
し
、
膨
大
な
戦
力
を
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に

投
入
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
五
0
年
代
初
頭
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
は
一

0

0
万
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

国
内
世
論
は
独
立
容
認
派
と
強
硬
な
独
立
反
対
派
に
真
二
つ
に
分
か
れ
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
明
確
な
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な

(10) 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
危
機
が
深
刻
化
し
て
い
く
中
、
ド
ゴ
ー
ル
の
権
威
は
確
実
に
上
昇
し
、
五
月
一
三
日
の
ア
ル
ジ
ェ
に
お
け
る
ク
ー
デ

タ
以
後
の
軍
事
的
脅
威
の
も
と
で
、
ド
ゴ
ー
ル
は
首
相
に
就
任
す
る
。

ま
た
、
彼
の
率
い
る
政
府
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
解
決
ま
で
、
彼
の
政
権
担
当
は
約
束
さ
れ
た

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
解
決
と
と
も
に
新
憲
法
制
定
に
つ
い
て
も
、
議
会
の
審
議
を
経
ず
に
国
民
投
票
に

付
託
さ
れ
る
憲
法
草
案
を
起
草
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ド
ゴ
ー
ル
政
府
に
よ
る
憲
法
制
定
作
業
は
、
授
権
の
際
に
議
会
が
課
し

(11) 

た
五
原
則
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
政
府
の
対
議
会
責
任
の
原
則
は
、
議
院
内
閣
制
の
採
用
を
余
儀
な
く
し
た
し
、
モ
レ
と

フ
リ
ム
ラ
ン
の
同
意
を
得
る
た
め
に
は
、
大
統
領
中
心
主
義
の
明
確
化
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ド
ゴ
ー
ル
は
首
相
と
し
て
憲
法
制
定
作
業
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
憲
法
の
運
用
の
場
面
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。
ド
ゴ
ー
ル
は
、
憲
法
制
定
後
は
大
統
領
と
し
て
憲
法
運
用
に
あ
た
る
が
、
制
定
作
業
の
か
な
り
の
部
分
が
公
開
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
憲
法
解
釈
に
関
し
て
、
ほ
ぽ
独
占
的
に
「
制
定
者
意
思
」
を
援
用
で
き
る
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

わ
け
で
あ
る
。

彼
の
威
信
は
、
第
二
の
要
素
、

声
、
政
治
的
カ
リ
ス
マ
性
は
健
在
で
あ
っ
た
。

一
月
ア
ル
ジ
ェ

26-1•2- 6 
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大統領公選制の神話と現実（塚本）

一
九
六
二
年
憲
法
改
正

こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
に
も
と
づ
く
ド
ゴ
ー
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
と
り
わ
け
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
や
選
挙
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
。

新
憲
法
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
お
け
る
圧
倒
的
勝
利
（
賛
成
七
九
．
―
-
五
％
）
、
ド
ゴ
ー
ル
の
大
統
領
選
出
（
七
八
・
五
％
）
、
六

（
七
五
・
ニ
％
）
、
六
―
一
年
四
月
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ

一
年
一
月
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
自
決
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム

(12) 

ン
ダ
ム
（
九
O
・

六
％
）
な
ど
で
あ
る
。
最
後
の
二
つ
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
は
、
ド
ゴ
ー
ル
自
身
進
退
を
賭
け
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

明
確
に
し
て
い
た
の
で
、
ド
ゴ
ー
ル
ヘ
の
信
任
投
票
と
い
う
意
味
合
い
が
そ
れ
だ
け
強
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
選
挙
・
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
で

圧
倒
的
多
数
で
勝
利
し
た
こ
と
で
、
ド
ゴ
ー
ル
は
比
類
な
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

ド
ゴ
ー
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
政
治
の
全
分
野
に
及
ん
だ
。

七

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
外
交
、
防
衛
、
産
業

政
策
、
農
業
政
策
な
ど
、
彼
の
権
限
外
の
政
策
課
題
は
な
か
っ
た
。
「
国
家
の
政
策
を
決
定
し
統
率
す
る
」
政
府
を
自
ら
の
指
導
の
下
に

置
く
以
上
、
大
統
領
の
指
導
力
の
及
ば
な
い
領
域
は
存
在
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
大
統
領
の
専
管
領
域
を
設
定
す
る
目
的

で
、
特
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
解
決
に
お
い
て
ド
ゴ
ー
ル
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
確
保
す
る
目
的
で
、
シ
ャ
バ
ン
・
デ
ル
マ
ス
が
提
唱
し
た

「
留
保
さ
れ
た
領
域
」
理
論
、
す
な
わ
ち
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
植
民
地
、
外
交
、
防
衛
の
各
領
域
は
大
統
領
に
留
保
さ
れ
た
領
域
で
あ
っ

(13) 

て
、
政
府
や
ド
ゴ
ー
ル
派
議
員
は
大
統
領
の
方
針
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
理
論
は
、
そ
の
狭
陰
さ
ゆ
え
に
ド
ゴ
ー
ル
か
ら
否

(14) 

認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
四
月
エ
ヴ
ィ
ア
ン
協
定
承
認
に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
の
決
着
は
、
ド
ゴ
ー
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
礎
の
―
つ
を

失
わ
せ
た
。
同
年
八
月
の
ド
ゴ
ー
ル
賠
殺
未
遂
事
件
は
、
彼
の
後
継
問
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。
ド
ゴ
ー
ル
に
匹
敵
す
る
カ
リ
ス
マ

性
を
持
つ
政
治
家
は
将
来
考
え
ら
れ
ず
、
そ
う
し
た
政
治
家
が
、
五
八
年
憲
法
の
下
で
大
統
領
に
な
っ
た
場
合
、
第
三
共
和
制
と
ま
っ
た
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と
し
て
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

く
同
じ
変
化
が
予
想
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
は
大
き
な
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
的
正
統
性
を
独
占
す

る
議
会
に
対
抗
し
え
ず
、
諸
政
党
の
離
合
集
散
に
依
存
し
た
不
安
定
で
弱
体
な
政
府
|
—
i

第
三
、
第
四
共
和
制
下
の
政
府
I

に
戻
る

こ
と
に
な
る
と
。
こ
こ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
ド
ゴ
ー
ル
は
彼
の
大
統
領
中
心
主
義
的
政
治
運
営
を
、
彼
の
後
継
者
に
お
い
て
も
可
能
に

す
べ
く
、
大
統
領
公
選
制
の
導
入
に
踏
み
切
る
の
で
あ
る
。
公
選
制
に
よ
り
、
議
会
に
対
抗
し
う
る
民
主
的
正
統
性
を
大
統
領
に
与
え
よ

(15) 

こ
れ
に
対
し
、
議
会
は
ド
ゴ
ー
ル
の
企
図
を
阻
止
す
べ
く
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
内
閣
に
対
す
る
不
信
任
を
決
議
し
た
。
不
信
任
決
議
後
、
ド

ゴ
ー
ル
は
た
だ
ち
に
議
会
を
解
散
、
こ
う
し
て
、
憲
法
改
正
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
と
総
選
挙
が
相
次
い
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
と
同
様
、
ド
ゴ
ー
ル
は
今
回
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
も
自
ら
の
信
任
を
賭
け
た
。
結
果
は
、

賛
成
が
有
効
投
票
の
六
ニ
・
ニ
五
％
を
占
め
た
。
棄
権
が
ニ
―
―
-
％
に
達
し
、
絶
対
得
票
率
で
は
過
半
数
を
割
っ
た
が
、
今
回
も
ド
ゴ
ー
ル

は
国
民
の
信
任
を
得
た
の
で
あ
る
。
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
ド
ゴ
ー
ル
は
前
回
と
異
な
っ
て
、
選
挙
戦
に
積
極
的
に
関
与
し
、
不
信
任
に

賛
成
し
た
政
党
に
投
票
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
。
こ
の
結
果
、
ド
ゴ
ー
ル
派

(
U
N
R
I
U
D
T
)
だ
け
で
＝
＝
―
-
三
議
席
を
獲
得
し
、

ド
ゴ
ー
ル
支
持
の
中
道
派
で
あ
る
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
派
を
加
え
れ
ば
、
優
に
過
半
数
を
上
回
る
議
席
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。

六
二
年
秋
の
こ
の
二
つ
の
投
票
は
、
旧
来
の
政
党
が
持
っ
て
い
た
議
会
中
心
あ
る
い
は
首
相
中
心
の
政
治
運
営
へ
の
期
待
を
決
定
的
に

打
ち
砕
い
た
。
反
対
に
、
ド
ゴ
ー
ル
の
大
統
領
中
心
主
義
の
勝
利
を
確
定
し
た
。
大
統
領
中
心
主
義
は
、
第
五
共
和
制
当
初
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
旧
来
の
諸
政
党
に
よ
っ
て
消
極
的
に
黙
認
さ
れ
て
い
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
国
民
の
明
確
な
信
任
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、

う
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
民
主
的
正
統
性
を
持
っ
た
も
の

J¥ 
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大統領公選制の神話と現実（塚本）

特
権
を
、 公

選
大
統
領
に
よ
る
大
統
領
中
心
主
義

九

大
統
領
公
選
制
導
入
の
憲
法
改
正
か
ら
一
年
後
、
記
者
会
見
の
中
で
ド
ゴ
ー
ル
は
大
統
領
中
心
主
義
を
、
重
要
な
の
は
憲
法
の
精
神

憲
法
の
条
文
で
は
な
く
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
憲
法
の
精
神
は
、
「
権

力
が
、
も
は
や
政
党
人
の
も
の
で
は
な
く
、
直
接
人
民
に
由
来
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
国
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
国
家
元
首
が
権
力
の
源
泉
で
あ
り
保
持
者
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
。
ま
た
、
憲
法
二

0
条
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
閣
僚
は
、
助

言
や
会
話
を
通
じ
て
、
大
統
領
が
国
政
の
方
向
づ
け
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
執
行
状
況
に
つ

い
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
府
と
大
統
領
の
間
で
権
限
の
分
配
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ

(16) 

の
調
整
は
、
「
大
統
領
が
必
要
と
考
え
る
よ
う
に
分
配
さ
れ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

ド
ゴ
ー
ル
は
、
こ
う
し
て
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
公
選
制
を
基
礎
に
、
大
統
領
が
政
府
を
指
導
し
、
国
政
全
般
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
に
は
、
民
主
主
義
の
原
則
か
ら
見
て
大
き
な
弱
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
権
力
行

つ
ま
り
政
治
責
任
を
問
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
大
統
領
に
関
し
て
は
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
政
府
が
権

力
を
行
使
す
る
場
合
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
直
接
は
議
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
内
閣
不
信
任
が
そ
の
最
終
的
な
具
体
的
な
表
現
と
な
る
。

逆
罪
」

と
こ
ろ
が
、
憲
法
の
規
定
上
大
統
領
は
こ
の
種
の
責
任
を
い
か
な
る
意
味
で
も
負
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
憲
法
六
八
条
は
、
「
反

(17) 

の
場
合
を
除
い
て
、
「
職
務
執
行
中
の
行
為
」
に
関
し
て
免
責
を
定
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
統
領
公
選
制
導
入
に

関
す
る
憲
法
改
正
を
―
一
条
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
を
通
じ
て
行
う
と
い
う
、
違
憲
の
疑
い
の
強
い
ド
ゴ
ー
ル
の
決
定
に
対
し
て
、
議
会
側

は
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
内
閣
の
不
信
任
と
い
う
形
で
し
か
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
大
統
領
は
こ
の
免
責

一
度
当
選
す
れ
ば
七
年
|
|
＇
た
だ
し
、
二

0

0
二
年
か
ら
は
五
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
享
受
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
弱
点
は
し
か
し
、
ド
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
は
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
大
統
領
選
挙
だ
け
で
な
く
、

使
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
お
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に
提
案
し
、

一
九
六
九
年
四
月
、
憲
法
改
正
提
案
が
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
否
決

さ
れ
た
と
き
、
直
ち
に
大
統
領
を
辞
職
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
彼
の
政
治
実
践
に
お
い
て
は
、
権
力
の
行
使
と
そ
れ
に
伴
う
責
任
と
は
対

応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ド
ゴ
ー
ル
の
大
統
領
中
心
主
義
を
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
基
礎
づ
け
た
の
が
、
ル
ネ
・
カ
ピ
タ
ン
の

(18) 

「
人
民
制
」

(
r
e
g
i
m
e
populaire)

の
概
念
で
あ
る
。

こ
の
概
念
は
、
「
議
会
制
」

(
r
e
g
i
m
e

p
a
r
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
)

が
執
行
権
を
担
う
政
府
が
議
会
に
責
任
を
負
う
体
制
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、

執
行
権
を
担
う
大
統
領
が
人
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
い
う
意
味
で
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
大
統
領
の
政
治
責
任
は
、
大
統
領
選
挙
だ

つ
ま
り
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
や
議
会
の
総
選
挙
の
際
に
も
問
題
と
さ
れ
、
そ
こ
で
国
民
の
信
任
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
大
統
領
は
辞
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
大
統
領
と
議
会
多
数
派
と
は
、
国
民
意
思
ー
選
挙
人
団
多
数
派
の
意
思
|
|
§
の
優
位
の
下
に
調
和
さ
れ
、
そ
の
両
者
の
信
任
の

下
に
政
府
が
形
成
さ
れ
機
能
す
る
。
こ
う
し
て
、
政
治
運
営
に
お
け
る
安
定
性
・
一
貫
性
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
請
と
が
矛
盾
な
く
達
成

(19) 

さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

(20) 

ド
ゴ
ー
ル
が
定
礎
し
た
大
統
領
中
心
主
義
は
、
基
本
的
に
は
一
九
八
六
年
ま
で
継
続
す
る
。
そ
し
て
、
大
統
領
選
挙
が
、
政
策
決
定
の

中
心
と
な
っ
て
い
く
。
六
五
年
の
初
回
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
大
統
領
選
挙
は
、
他
の
選
挙
•
投
票
に
比
べ
、
投
票
率
が
高
い
だ
け
で

な
く
、
実
質
的
に
政
策
選
択
の
軸
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
一
年
に
当
選
し
、
さ
ら
に
直
後
の
議
会
解
散
に
よ
っ
て
自
派

に
よ
る
議
会
多
数
派
を
形
成
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
次
の
言
葉
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
。
「
私
が
大
統
領
選
挙
戦
を
通
じ
て
国
民

フ
ラ
ン
ス
人
諸
氏
が
承
認
し
、
国
民
議
会
も
自
ら
の
も
の
と
し
た
変
革
は
、
以
後
、
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
を
規
定
す
る
。

…
こ
れ
ま
で
何
度
か
言
っ
て
き
た
よ
う
に
、
私
の
公
約
は
政
府
の
行
動
の
憲
章
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
ら
の
公
約
は
、
議
会
の
行
動
の
憲
章

(21) 

と
も
な
っ
た
と
付
け
加
え
よ
う
。
普
通
選
挙
（
総
選
挙
ー
引
用
者
）
が
再
度
判
断
を
下
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、
こ
の
大
統
領
選

け
で
な
く
、
他
の
国
民
の
投
票
機
会
、

い
て
も
自
ら
の
責
任
を
賭
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、

1
0
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に
し
た
。
実
際
、

2

コ
ア
ビ
タ
シ
ォ
ン
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

う
な
執
行
府
の
形
態
で
あ
る
。

挙
の
政
策
決
定
に
お
け
る
優
越
性
は
、
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
連
合
は
次
の
大
統
領
選
挙
ま
で
継
続
し
、
決
し
て
他
の
投
票

(22) 

機
会
に
お
い
て
与
党
連
合
の
組
み
替
え
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

大
統
領
を
頂
点
と
す
る
こ
う
し
た
政
策
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
定
着
は
、
公
選
制
導
入
が
そ
の
鍵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

(23) 

公
選
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
民
主
的
正
統
性
が
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
と
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
公

選
制
が
続
く
限
り
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
維
持
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
根
本
的
な
再
検
討
を
迫
っ
た
の
が
、
八
六
年
以

降
繰
り
返
さ
れ
る
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
ー
|
上
入
統
領
と
議
会
多
数
派
お
よ
び
首
相
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
立
す
る
政
治
陣
営
に
属
し
て
い
る
よ

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
が
第
五
共
和
制
に
お
け
る
大
統
領
の
地
位
・
権
限
の
解
明
に
関
し
て
な
し
た
寄
与
は
、

い
わ
ば
「
王
様
は
裸
だ
」
と

い
う
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
政
府
お
よ
び
議
会
多
数
派
の
支
持
の
下
に
、
政
策
決
定
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
大
統
領
は
、

彼
に
対
立
す
る
政
治
勢
力
が
議
会
の
多
数
派
を
占
め
た
と
き
、
政
策
決
定
過
程
か
ら
端
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大

統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
喪
失
に
対
し
て
、
公
選
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
は
ず
の
民
主
的
正
統
性
は
何
の
効
果
も
な
か
っ
た
。
大
統
領
に

残
っ
た
の
は
、
憲
法
に
明
示
さ
れ
た
権
限
ー
~
よ
り
正
確
に
は
、
大
統
領
が
示
し
、
政
府
・
議
会
多
数
派
が
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
憲

法
解
釈
に
も
と
づ
く
権
限
ー
|
だ
け
だ
っ
た
。
「
憲
法
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
そ
し
て
憲
法
の
す
べ
て
」

(rien
q
u
e
 
la 
Constitution, 

(24) 

に
よ
る
と
い
う
解
決
策
は
、
ド
ゴ
ー
ル
的
大
統
領
中
心
主
義
が
憲
法
に
何
ら
基
礎
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
ら
か

toute 
la 
Constitution) 

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
首
相
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
は
、
憲
法
二
0
、
ニ
―
条
に
本
来
の
意
味
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
国
政
を
決
定
す
る
の
は
政
府
で
あ
り
、
そ
れ
を

主
導
す
る
の
は
首
相
で
あ
る
。
大
統
領
は
も
は
や
首
相
を
自
由
に
罷
免
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
る
首
相
の
任
命
権
す
ら
形
式
化
す
る
。
大
統
領
は
、
議
会
多
数
派
が
推
す
者
を
首
相
に
任
命
す
る
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
政
府
の
構
成
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
確
か
に
、
法
的
に
は
大
統
領
の
首
相
・
閣
僚
任
命
権
は
覇
束
さ
れ

な
い
が
、
多
数
派
が
推
す
者
以
外
の
者
に
よ
っ
て
あ
え
て
政
府
を
構
成
し
た
場
合
、
議
会
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
責
任
追
及
お
よ
び
完
全
な
る

(25) 

協
力
拒
否
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
数
派
が
一
致
し
て
推
す
候
補
者
が
な
い
場
合
の
み
、
大
統
領
に
よ
る
政
府
形
成
に
は
、
裁

量
の
余
地
が
出
て
く
る
が
、
大
統
領
に
対
立
す
る
多
数
派
が
大
統
領
の
介
入
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、

(26) 

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
下
で
は
、
大
統
領
の
首
相
任
命
・
政
府
形
成
に
お
け
る
影
響
力
は
事
実
上
ゼ
ロ
と
な
る
。

大
統
領
は
ま
た
、
政
府
の
政
策
遂
行
を
妨
げ
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
政
府
に
お
け
る
政
策
決
定
の
最
高
機
関
で

あ
る
閣
議
は
大
統
領
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
大
統
領
は
ま
っ
た
く
決
定
に
参
加
で
き
な
い
。
政
策
遂
行
の
た
め
に
不

可
欠
の
法
律
制
定
や
予
算
の
承
認
に
つ
い
て
も
、
議
会
の
立
法
過
程
へ
の
関
与
は
す
べ
て
首
相
の
権
限
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も

介
入
の
余
地
は
な
い
。
政
府
の
政
策
遂
行
に
大
統
領
が
介
入
で
き
た
唯
一
の
例
は
、
閣
議
に
か
け
ら
れ
た
若
干
の
委
任
立
法
に
対
し
て
署

(27) 

名
を
拒
否
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
政
府
は
拒
否
さ
れ
た
委
任
立
法
と
同
じ
内
容
の
法
律
を
議
会
に
可
決
さ

せ
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
目
的
を
達
し
た
。
さ
ら
に
、
大
統
領
は
、
憲
法
上
、
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
法
律
に
つ
い
て
再
審
議
を
要
求
し

た
り
、
審
署
の
前
に
憲
法
院
に
付
託
し
た
り
す
る
こ
と
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
権
限
も
、
大
統
領
の
固
有
の
政
治
的
観
点
か
ら
政
府
の
政

策
遂
行
を
妨
げ
る
の
に
は
有
効
で
は
な
く
、
実
際
に
行
使
さ
れ
て
い
な
い
。

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
下
で
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
大
統
領
か
ら
首
相
に
移
行
す
る
。

大
統
領
中
心
主
義
の
崩
壊

い
か
な
る
意
味
で
も
、
政
治
の
主
導
権
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は
首
相
に
あ
る
。
自
ら
の
党
派
を
総
選
挙
で
勝
利
に
導
い
た
者
あ
る
い
は
そ
の
「
身
代
わ
り
」
が
首
相
に
就
任
し
、
多
数
派
の
力
関
係
の

中
で
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
政
府
の
構
成
を
決
定
す
る
。

当
た
る
こ
と
に
な
る
。
議
会
多
数
派
は
忠
実
に
政
府
の
活
動
を
支
持
し
、
そ
の
規
律
の
弛
緩
が
政
府
の
安
定
を
脅
か
す
こ
と
は
な
い
。
首

相
は
固
有
の
民
主
的
正
統
性
は
も
た
な
い
が
、
規
律
あ
る
議
会
多
数
派
の
存
在
に
よ
っ
て
、
十
分
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
の

「
留
保
さ
れ
た
領
域
」

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
大
統
領
が
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
女
王
の
よ
う
に
、
政
治
的
に
無
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

ビ
タ
シ
オ
ン
の
下
で
も
、
大
統
領
に
は
か
な
り
強
力
な
権
限
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
公
選
制
が
も
た
ら
す
民
主
的
正
統

性
に
も
と
づ
く
と
い
う
よ
り
、
憲
法
の
規
定
お
よ
び
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
当
事
者
の
政
治
的
思
惑
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

(28) 

憲
法
上
大
統
領
が
単
独
で
行
使
で
き
る
権
限
は
、
一
九
条
に
よ
っ
て
大
臣
の
副
署
が
免
除
さ
れ
た
権
限
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
く
な
い
。

そ
れ
ら
の
権
限
の
う
ち
、

で
あ
る
。

一
度
構
成
さ
れ
た
政
府
は
、
憲
法
の
規
定
ど
お
り
首
相
の
指
導
の
下
、
統
治
の
任
に

コ
ア

―
一
条
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
付
託
権
は
、
政
府
ま
た
は
議
会
両
院
に
よ
る
提
案
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
し
、
議

会
へ
の
教
書
送
付
(
-
八
条
）

や
憲
法
院
判
事
の
任
命
権
（
五
六
条
）
、
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
（
五
四
、
六
一
条
）

は
な
い
。
首
相
任
命
に
関
し
て
は
前
述
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
、
非
常
事
態
権
限
（
一
六
条
）

は
政
治
的
に
重
要
で

は
現
実
に
行
使
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
残
る
の
は
議
会
解
散
権
(
―
二
条
）
と
、
明
示
の
規
定
は
な
い
が
、
大
統
領
辞
任
で
あ
る
。
前
者
は
、
首
相
お
よ
び
両
院

(29) 

議
長
へ
の
事
前
の
諮
問
が
必
要
で
あ
る
が
、
大
統
領
の
判
断
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
大
統
領
は
自
由
に
決
定
で
き
る
。
大
統

領
辞
任
は
、
そ
れ
に
よ
り
大
統
領
選
挙
の
手
続
き
が
直
ち
に
開
始
さ
れ
る
の
で
、
政
治
的
力
関
係
が
新
た
に
再
定
義
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、

議
会
解
散
に
類
似
の
効
果
を
持
つ
。
大
統
領
が
自
由
に
行
使
で
き
る
政
治
的
に
重
要
な
権
限
は
、
こ
の
最
後
の
二
つ
の
権
限
だ
け
で
あ
る
。
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立
法
・
予
算
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、

よ
り
微
妙
な
問
題
は
、
大
統
領
と
政
府
・
首
相
と
が
権
限
行
使
を
共
有
し
て
い
る
領
域
に
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
首
相
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
で
も
な
お
、
大
統
領
が
政
府
に
対
し
て
優
越
す
る
領
域
、

つ
ま
り
「
留
保
さ
れ

た
領
域
」
が
あ
る
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
何
か
、
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
の
が
、
防
衛
と
外
交
で
あ
る
。

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
の
人
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
具
体
的
な
決
定
に
お
い
て
も
、
首
相
と
大
統
領
と
合
意
の
下
で
権
限
が
行
使
さ
れ
て
き
た
。
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
は
、
先
進
国
サ

こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
核
兵
器
使
用
の
最
終
決
定
権
は
大
統
領
が
握
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
慣
行
は
三
度
の
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
を
通
じ
て

確
立
さ
れ
た
。

は
、
ま
さ
に
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
が
こ
の
理
論
に
新
た
な
重
要
性
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
憲
法
論
争
の
詳
細
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
最
初
に
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
「
留
保
さ
れ
た
領
域
」
に
お

(30) 

け
る
大
統
領
の
政
府
に
対
す
る
優
越
を
決
定
的
に
基
礎
づ
け
る
憲
法
上
の
根
拠
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
確
認
で
き
る
こ
と

八
六
年
以
前
、
歴
代
大
統
領

は
み
な
、
大
統
領
の
権
限
は
国
政
全
般
に
及
ぶ
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
第
一
回
の
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
臨
ん
だ
ミ
ッ
テ

ラ
ン
大
統
領
が
、
外
交
と
防
衛
に
関
す
る
政
府
・
首
相
の
容
喚
を
最
小
限
に
食
い
止
め
よ
う
と
努
力
し
た
結
果
、
「
留
保
さ
れ
た
領
域
」

(31) 

理
論
が
再
び
注
目
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
に
確
認
で
き
る
の
は
、
大
統
領
は
外
交
・
防
衛
の
領
域
に
お
い
て
、
議
会

多
数
派
の
意
思
に
反
し
て
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
う
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
上
に
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
領
域
で
大
統
領
は
、
実
際
に
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
領
域
で
あ
る
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に

は
、
議
会
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
重
要
な
条
約
は
す
べ
て
議
会
の
承
認
が
な
い
か
ぎ
り
批
准
で
き
な
い
し
、
防
衛
面
に
お
い
て
も
、

い
か
な
る
政
策
も
遂
行
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
に
多
数
派
を
有
し
な
い
大
統
領

ヽ
ッ
ト
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
理
事
会

(Conseil

e
u
r
o
p
e
e
n
)
 
こ
も
、

9_‘! 

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
下
で
は
、
首
相
と
大
統
領
が
と
も
に
出
席
す
る

実
際
、

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
よ
っ
て
政
治
的

一
四
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大統領公選制の神話と現実（塚本）

こ
う
し
て
、

明
ら
か
に
し
た
。

一
五

が
、
こ
の
領
域
で
も
他
の
領
域
と
同
様
に
｀
~
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
留
保
さ
れ
た
領
域
」
(32) 

が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
大
統
領
の
優
越
は
、
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
大
統
領
に
で
は
な
く
、
議
会
多
数
派
の
リ
ー
ダ
ー
に
あ
る
こ
と
を

つ
ま
り
、
第
五
共
和
制
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
は
、
公
選
制
に
よ
る
民
主
的
正
統
性
に
よ
る
の
で

な
く
、
議
会
多
数
派
の
安
定
的
形
成
—
—
`
「
多
数
派
現
象(
f
a
i
t

rnajoritaire)
」
と
言
わ
れ
る
l
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
経
験
は
、
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
大
統
領
中
心
主
義
が
、
公
選
制
に
よ
る
民
主
的
正
統
性
だ
け
で
は
維
持

で
き
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
公
選
制
導
入
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
と
っ
て
無
意
味
だ
っ
た
こ
と
を
た
だ
ち
に
意

味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
い
て
公
選
制
は
、
政
党
制
の
変
化
を
通
じ
て
、
政
治
的
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
公
選
制
の
二
つ
の
効
果
と
し
て
、
権
力
の
人
格
化
と
政
党
制
の
二
極
化
を

権
力
の
人
格
化

こ
の
概
念
は
、
論
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
定
義
さ
れ
る
が
、
主
唱
者
の
一
人
は
「
体
制
の
頂
点
に
い
る
指
導
者
が
権
力
を
実
際
に
行

使
し
政
治
生
活
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
」
と
し
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
そ
の
指
導
者
へ
の
政
治
権
力
の
集
中
と
指
導
者
に
よ
る
国
家
権
力

(33) 

の
象
徴
（
権
力
の
擬
人
化
）
の
二
つ
の
要
素
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
定
義
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
こ
の
概
念
の
問
題
提
起
の

ー

と
り
あ
げ
て
、
こ
の
点
を
分
析
し
た
い
。

大
統
領
公
選
制
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
確
立
へ
の
寄
与
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が
機
能
す
る
の
で
あ
る
。

人
格
化
論
の
主
唱
者
は
、
こ
う
し
た
権
力
の
人
格
化
現
象
を
、
ま
ず
、
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
必
然
の
も
の
と
し
て
考
え
る
。
す
な
わ

ち
、
現
代
デ
モ
ラ
ク
シ
ー
に
お
い
て
は
強
い
執
行
権
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
執
行
権
の
行
使
が
民
主
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
権
力
と
国

民
と
の
間
の
「
信
任
の
回
路
」
が
必
要
で
あ
り
、
人
格
化
現
象
は
、
そ
の
条
件
と
な
る
。
権
力
が
大
統
領
に
よ
っ
て
象
徴
（
人
格
化
）
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
大
統
領
職
を
め
ぐ
っ
て
国
民
か
ら
指
導
者
へ
の
権
力
の
付
託
が
行
わ
れ
、
他
方
、
そ
の
指
導
者
に
対
し
て
権
力

行
使
に
つ
い
て
の
責
任
追
及
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
権
力
の
人
格
化
は
、
デ
モ
ラ
ク
シ
ー
に
と
っ
て
脅
威
で
も
あ
る
。

権
力
の
集
中
と
そ
の
世
論
に
よ
る
正
統
化
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
独
裁
を
招
来
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
格
化
は
、
ま
た
、
市
民
の

目
を
政
治
間
題
か
ら
指
導
者
へ
の
問
題
へ
と
向
け
が
ち
で
あ
り
、
指
導
者
の
責
任
追
及
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
権
力
の
人
格
化
論
は
、
そ
の
現
象
の
二
面
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
そ
の
現
象
を
い
か
に

デ
モ
ラ
ク
シ
ー
の
中
で
安
定
さ
せ
る
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
解
答
の
試
み
が
、
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
い
う
「
直
接
民
主
政
」

(
d
e
m
o
c
r
a
t
i
e
 directe) 
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
が
実
質
的
に
国
民
に
よ
っ
て
普
通
選
挙
で
指
名
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
市
民
は
自
分
た
ち
が
選
ん
だ
人
物
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
決
定
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
責
任
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
次
の
選
挙
の
機
会
に
、
信
任
を
維
持
す
る
か
撤
回
す
る
か
決
定
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
権
力
と
国
民
と
の
間
の
「
信
任
の
回
路
」

ド
ゴ
ー
ル
が
実
践
し
た
大
統
領
中
心
主
義
が
、
こ
の
よ
う
な
権
力
の
人
格
化
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

大
統
領
一
人
に
実
質
的
に
政
治
権
力
が
集
中
し
、
国
政
全
般
に
わ
た
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。
ま
た
、
国
民
か
ら
見
て
、
誰

が
決
定
を
行
っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
実
践
に
顕
著
で
あ
る
。
ド
ゴ
ー
ル
が
試
み
た
レ
フ
ェ

レ
ン
ダ
ム
は
す
べ
て
、
ド
ゴ
ー
ル
個
人
の
責
任
で
推
進
・
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
国
民
に
対
し
て
、
権
力
の
行
使
と
そ
の
責
任
と
の
対
応

(34) 

意
味
を
考
え
た
い
。

一
六
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の
で
あ
る
。

一
七

関
係
を
鮮
明
に
提
示
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
実
際
に
政
治
権
力
は
大
統
領
に
集
中
し
、
国
民
は
ド
ゴ
ー
ル
に
国
家
権
力
の
象
徴
を
見
た

ド
ゴ
ー
ル
に
よ
る
権
力
の
人
格
化
は
、
政
党
制
に
つ
い
て
も
重
要
な
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
れ
が
多
数
派
現
象
で
あ
る
。
ド
ゴ
ー

ル
の
大
統
領
中
心
主
義
は
、
第
四
共
和
制
か
ら
存
続
す
る
諸
政
党
と
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
生
み
出
し
た
が
、
ド
ゴ
ー
ル
は
そ
の
対
立
を

争
点
に
し
た
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
お
よ
び
総
選
挙
を
実
施
し
、
そ
の
二
つ
に
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
史
上
初
め
て
執
行
権
を

支
持
す
る
規
律
あ
る
議
会
多
数
派
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
多
数
派
は
、
ま
さ
に
権
力
の
人
格
化
の
産
物
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
議
員
た
ち
が
選
挙
戦
で
訴
え
た
政
策
は
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

多
数
派
に
は
規
律
が
あ
っ
た
。
議
員
た
ち
は
大
統
領
を
支
持
す
る
点
に
お
い
て
一
致
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
違
背
は
す
な
わ
ち
多
数
派

か
ら
の
脱
退
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
国
民
と
指
導
者
と
の
間
の
「
信
任
の
回
路
」
に
、
そ
の
大
統
領
中
心
主
義
を
支
持

す
る
議
会
多
数
派
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
大
統
領
中
心
主
義
は
い
っ
そ
う
安
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
二
年
に
導
入
さ
れ
た
大
統
領
公
選
制
が
、
こ
の
権
力
の
人
格
化
現
象
の
存
続
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
疑
い
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
大
統
領
選
挙
は
、
ま
ず
、
大
統
領
候
補
者
に
投
票
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
全
有
権
者
が
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
が
二
回
投
票
制
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
投
票
者
の
過
半
数
が
大
統
領
個
人
に
直
接
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
民
か
ら
直
接
大

統
領
個
人
へ
の
権
力
の
付
託
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
、
国
民
に
と
っ
て
、
権
力
は
大
統
領
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
公
選
制
は
、
「
直
接
民
主
政
」
を
実
現
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
格
化
論
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
導
入

は
、
ド
ゴ
ー
ル
個
人
の
威
信
と
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
多
用
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
不
安
定
な
人
格
化
を
、
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
安

定
し
た
人
格
化
へ
と
変
換
す
る
画
期
的
な
変
化
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
人
格
化
現
象
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
に
定
着
さ
せ
る
枠
組
の
設
定
で
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政
党
制
の
変
化

大
統
領
公
選
制
は
政
党
制
に
対
し
て
二
重
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ひ
と
つ
は
政
党
内
部
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
は
政
党
制
の
二
極
化
で
あ
る
。
こ
の
二
璽
の
変
化
は
、
政
治
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
と
っ
て
死
活
的
重

要
性
を
持
っ
て
い
る
。
政
党
内
部
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
確
立
し
て
い
な
い
限
り
、

こ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
ま
た
、
二
大
政
党
制
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
議
会
内
政
治
勢
力
が
明
確
に
二
分
さ
れ
て

は
じ
め
て
、
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
多
数
派
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
多
数
派
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
的
な
政
党
の
発
達
は
第
三
共
和
制
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
ら
諸
政
党
は
、
右
の
保
守
系
政
党
か
ら
左
の
社
会
党

(35) 

(
S
F
I
O
)
ま
で
、
基
本
的
に
議
員
政
党
で
、
政
党
の
規
律
が
弱
く
、
し
た
が
っ
て
、
執
行
部
の
統
制
力
も
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
。

第
四
共
和
制
下
で
は
比
例
代
表
制
の
採
用
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
政
党
規
律
の
強
化
が
打
ち
出
さ
れ
る
が
、
政
党
制
の
断
片
化
に
終
わ

(36) 

り
挫
折
す
る
。
し
か
し
、
ド
ゴ
ー
ル
の
第
五
共
和
制
の
実
践
は
、
ド
ゴ
ー
ル
支
持
で
ま
と
ま
っ
た
規
律
の
強
い
政
党
、
明
確
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
率
い
ら
れ
、
し
か
も
議
会
の
半
数
の
勢
力
を
持
っ
た
政
党

(
U
N
R
)
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
政
党
は
確
か
に
、
大
統
領
公
選

制
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
ゴ
ー
ル
の
政
策
を
支
持
す
る
目
的
で
、
そ
の
政
策
を
実
現
す
る
必
要
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
党
の
構
造
は
、
上
述
の
よ
う
な
大
統
領
中
心
主
義
に
お
い
て
人
格
化
し
た
権
力
構
造
に
適
合
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
ゆ
え
大
統
領
選
挙
に
臨
む
政
党
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
な
っ
た
。

い
く
ら
そ
の
政
党
が
議
会
の
多
数
を
占
め
て
も
、
そ

ド
ゴ
ー
ル
派
以
外
の
政
党
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
規
律
の
確
立
は
、
そ
れ
ら
政
党
の
大
統
領
公
選
制
へ
の
適
応
の
過
程
で
あ
る

と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
政
党
を
利
用
し
て
大
統
領
を
目
指
し
た
政
治
家
の
息
の
長
い
取
り
組
み
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
典
型
的

2
 政

党
内
部
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

J¥ 
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ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
大
統
領
公
選
制
が
自
ら
の
政
治
的
将
来
に
展
望
を
開
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、

政
治
権
力
の
頂
点
に
あ
る
大
統
領
に
自
ら
が
就
く
途
が
開
か
れ
た
こ
と
を
最
も
早
く
理
解
し
た
一
人
で
あ
り
、
そ
の
論
理
を
即
座
に
見
抜

い
た
一
人
だ
っ
/
臼
°
こ
う
し
て
、
彼
は
公
選
制
導
入
直
後
か
ら
大
統
領
選
挙
の
た
め
の
準
備
を
始
め
る
。
六
五
年
選
挙
に
向
け
て
組
織
し

た
「
共
和
制
度
会
議
」

(
C
I
R
)
は
、
組
織
形
態
に
お
い
て
は
ド
ゴ
ー
ル
派
と
相
似
で
あ
り
、
ま
さ
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
大
統
領
選
挙
に

(38) 

お
い
て
支
持
す
る
組
織
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
完
全
に
率
い
ら
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
戦
略
に

は
弱
点
が
あ
っ
た
。

C
I
R
は
小
組
織
に
過
ぎ
ず
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
出
馬
可
能
性
は
、
左
翼
主
要
政
党
の
戦
術
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
欠
点
は
六
九
年
に
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、

S
F
I
O
の
戦
略
は
、
六
二
年
の
ダ
ブ
ル
投
票
に
お
け
る
敗
北
後
、
自
己
刷
新
の
必
要
と
組
織
防
衛
の
間
で
す
っ
き
り

ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
六
五
年
に
は
独
自
候
補
者
を
擁
立
で
き
な
か
っ
た
。
共
産
党
も
候
補
者
擁
立
を
見
送
っ
た
結
果
、
弱
小
政

党
か
ら
立
候
補
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
り
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
「
左
翼
統
一
候
補
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は

し
か
し
、
予
想
外
に
有
効
で
あ
っ
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
ド
ゴ
ー
ル
を
決
選
投
票
に
追
い
込
ん
だ
ば
か
り
か
、
第
二
回
投
票
で
も
四
五
％

し
か
し
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
続
か
な
か
っ
た
。
六
九
年
の
選
挙
で
は
、

S
F
I
O
は
ガ
ス
ト
ン
・
ド
フ
ェ
ー
ル
を
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。

共
産
党
か
ら
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ク
ロ
が
立
候
補
し
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
出
馬
し
な
か
っ
た
。
ド
フ
ェ
ー
ル
の
立
候
補
は
、
二
つ
の
点
で
、

六
五
年
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
立
候
補
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
多
数
派
形
成
戦
略
、
具
体
的
に
は
共
産
党
に
対
す
る
方
針
に
関
し

て
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
社
会
党
の
自
律
性
に
関
し
て
で
あ
る
。
第
一
の
点
は
後
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
第
二
の
点
を
間

題
に
し
た
い
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
選
挙
戦
で
は
、

を
得
た
か
ら
で
あ
る
。

S
F
I
O
・
共
産
党
の
外
部
に
、
し
か
し
そ
れ
ら
と
の
協
力
の
下
に
、
候
補
者
の
リ
ー
ダ

な
の
が
、
社
会
党
ー
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
例
で
あ
る
。

一
九

つ
ま
り
、
公
選
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
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の
勝
利
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
。

ー
シ
ッ
プ
の
下
に
選
挙
司
令
部
が
組
織
さ
れ
、
そ
こ
で
選
挙
運
動
に
か
か
わ
る
す
べ
て
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
党
の
自
律
性

は
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
フ
ェ
ー
ル
の
選
挙
戦
は
党
組
織
に
依
拠
し
て
、
そ
の
意
味
で
党
の
現
状
を
尊
重
し
て
行
わ
れ

(39) 
た
。
そ
の
結
果
は
五
％
の
得
票
に
と
ど
ま
っ
た
。
惨
敗
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
議
会
勢
力
か
ら
見
れ
ば
、
ド
フ
ェ
ー
ル
の
立
候
補
は
、
社

会
党
の
他
に
も
急
進
派
（
マ
ン
デ
ス
フ
ラ
ン
ス
派
）
や
穏
健
派
か
ら
の
支
持
も
得
て
、
形
式
的
に
は
共
産
党
と
ド
ゴ
ー
ル
派
を
除
く
諸
勢

カ
の
支
持
を
集
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
六
九
年
の
選
挙
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
、

S
F
I
O
双
方
に
教
訓
を
残
し
、
そ
の
接
近
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ッ

テ
ラ
ン
に
対
し
て
は
、
大
統
領
選
挙
に
臨
む
に
当
た
っ
て
、
大
政
党
—
|
ーS
F
I
O
_
|

｀
の
全
面
的
支
持
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
は
自
ら
そ
の
大
政
党
を
掌
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、

S
F
I
O
に
対
し
て
は
、
共
産
党
と
の
連
携
強
化
、
非
共

産
左
翼
の
結
集
、
党
内
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
の
必
要
で
あ
る
。
両
者
の
合
流
点
が
七
一
年
の
エ
ピ
ネ
大
会
で
あ
る
。
こ
こ

で、

S
F
I
O
は
左
翼
諸
政
党
と
合
同
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
」

(Parti
socialiste f
r
a
n
9
a
i
s
)
 

と
な
る
と
と
も
に
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
党

首
と
し
て
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
る
。
新
生
社
会
党
の
指
導
権
を
握
っ
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
七
四
年
大
統
領
選
挙
の
接
戦
を
経
て
、
八
一
年

こ
う
し
て
、
大
統
領
公
選
制
は
、
ド
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
敷
か
れ
た
大
統
領
中
心
主
義
の
下
で
、

S
F
I
O
に
変
化
を
促
し
、
そ
れ
が
ミ
ッ

テ
ラ
ン
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
と
結
び
つ
い
て
、
党
首
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
規
律
あ
る
新
生
社
会
党
の
誕
生
を
導
い
た
。
も
は

や
検
討
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
が
、
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、
同
様
の
こ
と
は
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
と
独
立
共
和
派

(
R
I
)
、
シ

(40) 

ラ
ク
と
共
和
国
連
合

(
R
P
R
)
1
二
期
目
と
し
て
人
民
運
動
連
合

(
U
M
P
)
ー
と
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。

つ
ま
り
、
第
五

共
和
制
の
歴
代
大
統
領
は
、
ド
ゴ
ー
ル
派
を
継
承
し
た
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
を
除
い
て
、
す
べ
て
「
自
前
の
」
政
党
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
い
う

(41) 

こ
と
で
あ
る
。
公
選
制
の
大
統
領
選
挙
の
実
践
を
経
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
構
造
は
、
こ
の
よ
う
に
、
政
治
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

二
0
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(42) 

シ
ッ
プ
確
立
の
た
め
の
条
件
の
ひ
と
つ
を
満
た
す
形
で
、
大
き
く
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

政
党
制
の
二
極
化

一
九
六
二
年
総
選
挙
で
国
民
議
会
に
ド
ゴ
ー
ル
支
持
で
結
集
し
た
多
数
派
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
勢
力
が
以
後

の
総
選
挙
を
通
じ
て
議
会
に
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
右
翼
に
お
け
る
政
治
勢
力
が
整
理
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
六
0
年
代
に
は
ド

ゴ
ー
ル
派

(
U
N
R
の
ち

U
D
R
)
が
議
会
の
半
数
を
占
め
る
こ
と
で
ほ
ぼ
単
独
で
多
数
派
を
形
成
し
続
け
る
が
、
し
か
し
、
政
党
シ
ス

テ
ム
と
し
て
は
二
極
化
に
は
遠
か
っ
た
。
変
化
は
七
0
年
代
に
進
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、

で
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
条
件
、
二
大
政
党
制
は

派
の
結
集
を
進
め
、
七
七
年
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
合

(
U
D
F
)
を
結
成
し
、
前
年
シ
ラ
ク
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
ド
ゴ
ー
ル
派

(
R
P
R
)

と
あ
わ
せ
て
、
右
翼
勢
力
の
統
合
に
成
功
す
る
。
他
方
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
率
い
ら
れ
た
社
会
党

(
P
S
)
は
杜
会
主
義
勢
力
の
結
集
を

引
き
続
き
進
め
る
と
同
時
に
、
共
産
党
と
の
提
携
を
実
現
し
、
左
翼
も
ま
た
、
社
会
党
、
共
産
党
の
二
大
政
党
を
中
心
に
再
編
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
七
0
年
代
末
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
四
党
に
よ
っ
て
「
二
極
化
」
さ
れ
た
。
こ
の
二
極
化
は
、
特

に
八
0
年
代
以
降
の
極
右
勢
力
の
伸
張
に
よ
っ
て
、
基
盤
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
基
本
的
に
は
妥
当
し
続
け
て
い
る
。
以
下
、
社

(43) 

会
党
を
例
に
と
っ
て
、
二
極
化
と
大
統
領
選
挙
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。

第
四
共
和
制
に
お
い
て
、
社
共
提
携
は
、
戦
後
直
後
の
一
時
期
を
除
い
て
な
か
っ
た
。

S
F
I
O
は
中
道
勢
力
と
連
携
し
て
政
府
に
参

加
す
る
一
方
、
共
産
党
を
政
権
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
協
力
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
道
勢
力
は
、
六
0
年
代
は
な
お
議
会
レ
ヴ
ェ

ル
で
相
当
な
勢
力
を
維
持
し
て
い
た
。
先
に
見
た
ド
フ
ェ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
対
共
産
党
方
針
は
、
し
た
が
っ
て
、

S
F
I
O
に
と
っ
て

「
自
然
な
」
選
択
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
九
年
大
統
領
選
挙
は
こ
の
戦
略
が
公
選
制
に
お
い
て
は
機
能
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か

ど
う
か
。

一
方
で
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
が
中
道
右
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お

わ

り

に

相
）
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

共
産
党
の
票
は
十
分
吸
収
可
能
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

に
し
た
。
ド
フ
ェ
ー
ル
の
中
道
派
の
票
を
狙
う
戦
略
は
、
有
権
者
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
ま
っ
た
く
機
能
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
共
産
党
支
持
の
有
権
者
は
、
第
二
回
投
票
に
お
い
て
非
共
産
左
翼
候
補
者
に
投
票
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ

た
。
六
五
年
選
挙
で
は
、
そ
の
有
権
者
の
大
半
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
投
票
し
、
六
九
年
選
挙
で
は
、
党
の
棄
権
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら

(44) 

ず
、
そ
の
三
分
の
一
が
第
二
回
投
票
で
投
票
所
に
赴
き
、
そ
の
う
ち
八
五
％
は
ポ
エ
ー
ル
に
投
票
し
た
の
で
あ
る
。
社
会
党
に
と
っ
て
、

こ
う
し
て
、

S
F
I
O
は
共
産
党
と
の
連
携
強
化
に
動
き
、
先
に
触
れ
た
エ
ピ
ネ
大
会
に
お
い
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ

で
、
共
産
党
と
の
間
で
政
府
綱
領
を
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
は
翌
年
、
「
左
翼
共
同
政
府
綱
領
」
と
し
て
実
を
結
ぶ

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
社
共
二
大
政
党
の
提
携
の
も
と
に
、
左
翼
勢
力
が
結
集
さ
れ
、

R
P
R
.
u
D
F
の
右
翼
に
対
抗
す
る
二
大

ブ
ロ
ッ
ク
化
が
完
成
す
る
。
そ
の
後
共
同
政
府
綱
領
は
失
効
し
た
が
、
八
一
年
の
政
権
交
代
に
お
い
て
、
社
会
党
の
単
独
過
半
数
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
社
会
党
と
共
産
党
は
連
立
し
て
政
府
を
組
織
す
る
の
で
あ
る
。

四
党
一
一
極
体
制
は
、
そ
の
後
、

U
D
F
の
混
迷
・
分
裂
、
共
産
党
の
衰
退
な
ど
が
あ
っ
て
変
化
し
た
が
、
右
翼
に
お
い
て
は

R
P
R
（現

在
は

U
M
P
)
の
優
位
の
下
に
、
左
翼
に
お
い
て
は
社
会
党
の
優
位
の
下
に
、
と
も
か
く
も
二
極
的
政
党
シ
ス
テ
ム
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
党
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
政
権
（
大
統
領
、
あ
る
い
は
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
お
い
て
は
首

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
公
選
制
の
検
討
か
ら
、
首
相
公
選
制
に
つ
い
て
若
干
の
示
唆
を
引
き
出
し
て
お
き
た
い
。
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以
上
の
よ
う
に
、
大
統
領
公
選
制
が
狙
い
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
大
統
領
中
心
主
義
は
、
実
は
、

ビ
タ
シ
オ
ン
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
は
る
か
に
多
数
派
現
象
に
依
存
し
て
い
る
。
確
か
に
、
大
統
領
公
選
制
導
入
と
大
統
領
の
権
力

強
化
と
は
無
縁
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
二
つ
は
、
規
律
あ
る
議
会
多
数
派
の
形
成
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
す
べ

き
で
な
い
。
そ
の
三
者
の
関
係
の
中
で
、
規
律
あ
る
議
会
多
数
派
の
形
成
が
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
権
力
を
強
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
現
在
の
日
本
の
政
治
が
抱
え
る
困
難
を
、
首
相
公
選
制
導
入
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
場
合
あ
る
い
は
、
よ
り
広
く
、

多
数
派
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
方
向
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
問
題
は
、
そ
の
改
革
が
規
律
あ
る
議
会
多
数
派
の
形
成
に
結
び
つ

く
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
体
制
の
安
定
を
考
え
る
と
、
そ
の
議
会
多
数
派
を
牽
制
で
き
る
野
党

l

多
数
派
同
様
規
律
が
あ
り
、
政
権

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
政
党
制
の
二
極
化
は
、
大
統
領
選
挙
を
実
践
す
る
な
か
で
確
立
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
始
点
に
は
、
ド
ゴ

ー
ル
に
よ
る
第
五
共
和
制
の
政
治
実
践
を
争
点
と
し
た
政
治
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
統
領
公
選
制
の
実
施
前
に
、
政
党
制
は

二
極
化
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
執
行
府
の
長
の
公
選
制
導
入
が
政
党
制
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
か
ど
う
か
は
、

ン
ス
の
経
験
か
ら
示
唆
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

が
唯
一
の
規
定
要
因
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
、

一
般
的
に
、
政
党
制
の
あ
り
よ
う
は
、
執
行
府
の
長
の
選
挙
制
度
だ
け

フ
ラ
ン
ス
が
六
0
年
代
＼
七
0
年
代
に
経
験
し
た
よ
う
な
政
党
制
の
変
化
が
再
現
さ

(45) 

れ
る
か
ど
う
か
は
、
首
相
の
選
任
方
法
以
外
の
要
素
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
、
政

(46) 

党
制
の
二
極
化
を
可
能
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

他
方
で
、
政
党
制
の
二
極
化
の
た
め
の
条
件
が
仮
に
あ
る
と
し
て
も
、
首
相
公
選
制
を
導
入
す
べ
き
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
ま
た
別
問
題

で
あ
る
。
特
に
重
大
な
の
は
、
首
相
公
選
制
—
_
し
よ
り
一
般
的
に
、
執
行
府
の
長
を
公
選
で
選
ぶ
制
度
ー
は
、
議
会
選
挙
と
並
存
す

る
こ
と
で
、
必
然
的
に
民
主
的
正
統
性
を
帯
び
た
政
治
機
関
を
、
二
重
に
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

交
代
可
能
な
野
党
ー
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
執
行
府
の
長
と
議
会
の
多

三

フ
ラ

コ
ア
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数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
政
治
的
に
対
立
す
る
政
党
（
連
合
）
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

公
選
で
選
ば
れ
る
の
が
大
統
領
で
あ
り
、
議
会
に
責
任
を
負
う
首
相
が
そ
れ
と
は
別
に
あ
る
お
か
げ
で
、

策
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
議
会
多
数
派
の
支
持
を
受
け
た
政
府
を
首
相
が
率
い
て
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

大
統
領
は
政
府
に
政
治
指
導
を
委
ね
る
こ
と
で
、
執
行
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
保
し
つ
つ
、
政
治
の
機
能
障
害
を
避
け
る
こ
と
が
で

(47) 

き
た
の
で
あ
る
。
首
相
公
選
制
を
と
る
場
合
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
首
相
の
役
割
を
誰
が
果
た
す
の
だ
ろ
う
か
。
首
相
公
選
制
は
、

ン
ス
の
大
統
領
公
選
制
よ
り
柔
軟
性
に
欠
け
る
面
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
0

0

そ
の
可
能
性
と
問
題
点
』
中
央
公
論

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、

あ
る
制
度
改
革
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
期
待
さ
れ
た
効
果
に
つ
い
て
実
現
可
能
性
が
定
か
で
な
い
場
合
に
は
、
制
度
に
内
在
す
る
弱

点
に
着
目
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
行
制
度
と
改
革
案
の
、
ど
ち
ら
が
よ
り
欠
点
が
少
な
い
か
、
あ
る
い
は
欠
点

が
重
大
で
な
い
か
、
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
で
見
る
と
、
首
相
公
選
制
に
は
や
や
欠
点
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
1
)

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
「
首
相
公
選
制
を
考
え
る
懇
談
会
」
報
告
書
（
大
石
慎
ほ
か
『
首
相
公
選
を
考
え
る

新

社

二

0

0
二
年
所
収
）
。

(
2
)

長
谷
部
泰
男
「
首
相
公
選
論
何
が
問
題
か
」
世
界
‘
―

1
0
0
一
年
七
月
号
。
な
お
、
同
論
文
の
趣
旨
は
、
『
憲
法
と
は
何
か
』
岩
波
書
店

六
年
、
九
七
頁
以
下
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

こ
の
問
題
の
価
値
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
糠
塚
康
江
「
首
相
公
選
制
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
ニ
0
0
0
年
八
月
号
―
―
―
八
頁
。

(
4
)
 
V. M
a
r
i
e
 ,
 
A
n
n
e
 C
o
h
e
n
d
e
t
,
 
L
a
 cohabitation Lei;:ons d
'
u
n
e
 experience, 
P
・
U
.
 F., 
1
9
9
3
,
 
p. 3
9
 et 
s. 

(
5
)
 
C
h
a
r
l
e
s
 d
e
 Gaulle, 
D
i
s
c
o
u
r
s
 et 
m
e
s
s
a
g
e
s
,
 
t
o
m
e
 IV, 
Plon, 
1
9
7
0
,
 
p. 2
3
.
 

な
お
、
ド
ゴ
ー
ル
は
、
国
家
指
導
の
責
任
を
自
ら
が
大
統
領
と
し
て
担

う
こ
と
に
つ
い
て
の
「
国
民
の
明
示
の
信
任
」
は
、
「
歴
史
上
の
諸
事
件
が
す
で
に
必
要
な
こ
と
を
し
終
え
て
い
る
」
と
し
て
、
自
分
の
大
統
領
へ
の
任

命
方
法
(
-
九
五
八
年
の
間
接
選
挙
制
）
に
は
「
特
別
の
重
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
6
)

ド
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
塚
本
俊
之
「
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
の
憲
法
構
想
(
-
)
（
ニ
・
完
）
」
早
稲
田
法
学
第
七
五
巻
二
号
、
四
号
、
二
0
0

0
年。 フ

ラ

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
と
い
う
解
決

ニ
四
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大統領公選制の神話と現実（塚本）

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(11) 

(
9
)
 

(10) 

(
8
)
 

(
7
)
 ミ

シ
ェ
ル
・
ド
ブ
レ
に
つ
い
て
は
、

M
i
c
h
e
l
D
e
b
r
e
,
 
L
a
 N
o
u
v
e
l
l
e
 Constitution, 
R
e
v
u
e
 franr;aise 
d
e
 s
c
i
e
n
c
e
 politique, 
1
9
5
9
,
 
n
°
1
、
お
よ
び
、
時

本
義
昭
「
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
憲
法
の
源
流
(
-
)
（
ニ
・
完
）
」
法
学
論
叢
―
二
九
巻
一
一
号
、
五
号
、
一
九
九
一
年
。
ギ
・
モ
レ
に
つ
い
て
は
、

G
u
y

フ
リ
ム
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

D
o
c
u
m
e
n
t
s
p
o
u
r
 servir 
a
 l'histoire 
d
e
 

Mollet, 
Q
u
i
n
z
e
 
a
n
s
 a
p
r
e
s
 

••• 

1
9
5
8
 
1

]

 9
7
3
,
 
A
l
b
i
n
 
M
i
c
h
e
l
 ,
 19
7
3
.
 

ミ
lミ
b
o
r
a
t
i
o
n
d
e
 la 
Constitution d
u
 4
 o
c
t
o
b
r
e
 1
9
5
8
,
 
vol. I
,
 

1
9
8
7
,
 
p. 
2
5
7
.
 

Eex[ es 
d
e
 
la 
p
r
a
t
i
q
u
e
 
institutionnelle 
d
e
 

D
i
d
i
e
r
 
M
a
u
s
 
(dir.), 
L
e
s
 
g
r
a
n
d
s
 

1
9
9
5
,
 
doc. 00,loo. 

d
o
c
m
n
e
n
t
a
t
i
o
n
 franc;aise, 

た
だ
し
、
形
式
的
に
は
ド
ブ
レ
が
辞
任
を
提
案
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

V.
Lettres e
c
h
a
n
g
e
e
s
 a
 !'occasion d
u
 depart d
e
 M
.
 M
i
c
h
e
l
 Debn~le 

1
4
 

avril 
1
9
6
2
,
 
in M
a
u
s
 (dir.) 
op. cit., 
doc. 8
 ,lOl. 

D
e
 Gaulle, 
op. cit., 
t
o
m
e
 
III, 
p. 
2
5
6
 et 
s. 

1
9
5
 00. 

l
d
 

二
五

1
9
9
5
,
 
L
a
 

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
実
施
に
関
す
る
デ
ク
レ
に
つ
い
て
は
、

M
a
u
s
(dir.), 
op. cit., 
d
o
c
.
1
1
-
2
0
0
.
 

V. J
e
a
n
 Charlot, 
L
e
 g
a
u
l
l
i
s
m
e
 d'opposition, 
F
a
y
a
r
d
,
 
1
9
8
3
,
 
p. 
3
2
3
 et 
s. 

モ
ー
リ
ス
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
が
、
問
題
は
ド
ゴ
ー
ル
が
復
帰
す
る
か

ど
う
か
で
は
な
く
、
い
つ
復
帰
す
る
か
で
あ
る
と
す
る
論
説
を
ル
モ
ン
ド
紙
に
寄
稿
し
た
の
は
一
九
五
八
年
―
―
一
月
で
あ
る
。

V.
L
e
 M
o
n
d
e
,
 
le 
7
 m
a
r
s
 

こ
の
五
原
則
と
は
、
・
普
通
選
挙
が
権
力
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
、
ニ
・
立
法
権
と
執
行
権
は
分
離
さ
れ
る
こ
と
、
三
・
政
府
は
議
会
に
対
し
て
責
任

を
負
う
こ
と
、
四
・
司
法
権
は
、
諸
自
由
の
確
保
の
た
め
他
の
権
力
に
対
し
て
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
五
・
憲
法
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
と
植
民
地
諸
国
と
の

関
係
の
組
織
化
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

カ
ッ
コ
内
は
有
効
投
票
に
対
す
る
ド
ゴ
ー
ル
支
持
票
の
割
合
。

V• 

L
e
 M
o
n
d
e
,
 
le 
1
7
 n
o
v
e
m
b
r
e
 1
9
5
9
.
 

V. C
h
a
r
l
e
s
 d
e
 Gaulle, 
M
e
m
o
i
r
e
s
 d'espoir, 
t
o
m
e
 1
 :
 L
e
 r
e
n
o
u
v
e
a
u
 1
9
5
8
 ,
 
1
9
6
2
,
 
Plon, 
1
9
7
0
,
 
p. 
2
8
6
.
 

一
九
五
八
年
憲
法
上
大
統
領
に
対
す
る
不
信
任
手
続
き
は
存
在
し
な
い
。
他
方
、
形
式
的
に
は
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
内
閣
が
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
に
対
し
、

こ
の
法
案
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
付
託
を
提
案
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
提
案
を
と
ら
え
て
内
閣
不
信
任
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。

(16) 
D
e
 Gaulle, 
D
i
s
c
o
u
r
s
 et m
e
s
s
a
g
e
s
,
 
t
o
m
e
 IV, 
p. 
1
6
4
 et 
s. 

(17)

大
統
領
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
、
最
近
、
憲
法
院
お
よ
び
破
毀
院
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
理
由
付
け
で
、
問
題
の
行
為
が
職
務
執
行
中
で
あ
る

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
、
就
任
以
前
あ
る
い
は
在
職
中
の
職
務
執
行
外
で
あ
っ
て
も
、
大
統
領
は
、
在
職
し
て
い
る
間
は
、
通
常
裁
判
所
に

お
い
て
刑
事
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
V.
C
o
n
s
e
i
l
 constitutionnel, 
D
e
c
i
s
i
o
n
 n
 
0
 

9
8
 ,
 
4
0
8
 D
C
 du
 2
2
 janvier 1
9
9
9
 et C
o
u
r
 d
e
 cassation, 

ye 
R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
 
E
d
i
t
i
o
n
 
a
 j
o
u
r
 
a
u
 
1
5
 
fevrier 
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(23) 

(21) 

(22) 

(19) 

(20) 

(18) A
s
s
e
m
b
l
e
e
 pleniere, 
10 o
c
t
o
b
r
e
 2
0
0
1
.
 

ル
ネ
・
カ
ピ
タ
ン
の
第
五
共
和
制
論
に
つ
い
て
、
日
本
語
に
よ
る
紹
介
は
少
な
く
な
い
が
、
何
よ
り
、
高
橋
和
之
「
『
ド
ゴ
ー
ル
憲
法
』
『
本
質
』

と
『
実
存
』
」
同
『
国
民
内
閣
制
の
理
念
と
運
用
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、
「
オ
リ
ヴ
ィ
エ
11

ボ
ー
第
五
共
和
制
に
お
け
る
執
行
権
者
の
責
任
1

憲
法
の
運
用
お
よ
び
学
説
の
か
ら
の
検
討
ー
|
'
」
（
村
田
尚
紀
訳
）
立
命
館
法
学
二
九
一
号
（
二

0

0
三
年
）
四
四
四
ペ
ー
ジ
以
下
が
あ
る
。

V. R
e
n
e
 Capitant, 
Ecrits constitutionnels, 
C
e
n
t
r
e
 national d
e
 la r
e
c
h
e
r
c
h
e
 scientifique, 
1
9
8
2
,
 
p. 4
2
6
 et p. 3
8
0
 et 
s. 

た
だ
し
、
大
統
領
中
心
主
義
は
、
ド
ゴ
ー
ル
後
、
カ
ピ
タ
ン
が
描
い
た
よ
う
な
形
で
は
も
は
や
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
大
統
領
は
、

す
で
に
一
九
七
―
一
年
四
月
の
イ
ギ
リ
ス
の

E
C
加
盟
承
認
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
対
し
て
、
自
ら
の
責
任
を
明
言
し
な
か
っ
た
し
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・

デ
ス
タ
ン
大
統
領
は
、
左
翼
の
勝
利
が
予
想
さ
れ
た
一
九
七
八
年
総
選
挙
を
前
に
し
て
、
左
翼
が
国
民
議
会
の
多
数
を
制
し
た
場
合
に
お
い
て
も
辞
任
し

な
い
意
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ピ
タ
ン
が
描
い
た
よ
う
な
大
統
領
中
心
主
義
の
論
理
は
か
な
り
早
く
薄
め
ら
れ
て
い
た
。

p. 
56. 

M
e
s
s
a
g
e
 d
u
 8
 juillet 
1
9
8
1
,
 
in M
a
u
s
 (dir.) 
op. cit., 
doc. 1
8
 ,
 
110. 

Pierre Avril, 
L
a
 fabrique politique, 
N
i
c
o
l
a
s
 W
a
h
l
 et J
e
a
n
 ,
 
L
o
u
i
s
 Q
u
e
r
m
o
n
n
e
 (dir.), 
L
a
 F
r
a
n
c
e
 presidentielle, 
P
r
e
s
s
e
s
 d
e
 sciences po, 
1
9
9
5
,
 

こ
の
こ
と
は
、
大
統
領
選
挙
直
後
任
命
さ
れ
た
首
相
の
施
政
方
針
演
説
を
分
析
し
た
ジ
ャ
ン
・
マ
ソ
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

V.
J
e
a
n
 

M
a
s
s
o
t
,
 
C
h
e
f
 d
e
 l'Etat et c
h
e
f
 d
u
 G
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
 D
y
a
r
c
h
i
e
 et hierarchie, 
L
a
 d
o
c
u
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 fran9aise, 1993• 

p. 4
3
 et 
s. 

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
ジ
ャ
ン
・
ジ
ッ
ケ
ル
が
代
表
的
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
(
-
九
六
二
年
の
憲
法
改
正
は
、
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件

を
機
に
、
条
文
の
余
白
で
展
開
し
て
き
た
国
家
元
首
に
よ
る
政
治
指
導
と
い
う
実
践
を
追
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
化
さ
れ
た
議
会
制
と
大
統
領
の

仲
裁
を
中
心
に
設
計
さ
れ
た
一
九
五
八
年
の
政
治
妥
協
の
拒
否
を
意
味
す
る
。
曖
昧
さ
は
残
る
に
し
て
も
、
第
五
共
和
制
の
法
的
性
質
は
変
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
」
「
一
九
六
二
年
の
法
律
（
憲
法
改
正
引
用
者
）
は
、
国
家
元
首
の
選
挙
人
の
構
成
を
変
更
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
れ

が
汲
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
従
前
の
国
家
元
首
の
あ
り
よ
う
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
っ
た
。
国
家
元
首
は
、
政
治
闘
争
の
仲
裁
者
か
ら
、

指
揮
官
、
い
や
最
高
の
統
治
者
の
地
位
に
昇
進
し
た
の
で
あ
る
。
」

(
J
e
a
n
G
i
c
q
u
e
l
,
 
E
s
s
a
i
 
s
u
r
 
la 
p
r
a
t
i
q
u
e
 
d
e
 
la 

ve 
R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
 
L. G
.
D
.
 J., 
1
9
7
7
,
 

p. 
2
5
8
 ,
 
259.) 

(24)

一
九
八
六
年
総
選
挙
に
お
け
る
議
会
多
数
派
の
交
代
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
と
い
う
未
知
の
政
治
状
況
に
お
け
る
権
力
の
運
用

に
関
し
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が
打
ち
出
し
た
方
針
を
要
約
す
る
表
現
。

Cf.
M
e
s
s
a
g
e
 adresse p
a
r
 Franc;ois 
M
i
t
t
e
r
r
a
n
d
 
a
u
 n
o
u
v
e
a
u
 P
a
r
l
e
m
e
n
t
,
 
le 

8
 avril 
1
9
8
6
,
 
in 
M
a
u
s
 (dir.), 
0
 p. 
cit., 
doc. 1
8
 ,lll. 

二
六

の
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(33) 

(25)

こ
の
場
合
、
議
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
大
統
領
を
追
い
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
憲
法
六
八
条
に
よ
る
訴
追
や
、
い
わ
ゆ
る
「
内
閣
ス
ト
」

(
g
r
e
v
e
 
ministerielle)
、
つ
ま
り
、
議
会
多
数
派
は
、
自
ら
望
む
構
成
以
外
の
す
べ
て
の
内
閣
へ
の
参
加
を
拒
否
し
、
自
ら
参
加
し
な
い
政
府
を
す
べ
て

不
信
任
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
大
統
領
は
議
会
を
解
散
で
き
る
が
、
解
散
に
訴
え
て
、
敵
対
的
な
多
数
派
が
再
度
形
成
さ
れ
れ
ば
、
大

統
領
は
事
実
上
辞
任
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
政
府
の
構
成
に
関
し
て
、
憲
法
上
は
、
大
統
領
よ
り
議
会
多
数
派
の
ほ
う
が
優
越
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

が
受
け
入
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
大
統
領
の
意
向
が
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
な
い
わ
け
で
は

た
だ
し
、
大
統
領
が
こ
の
よ
う
な
委
任
立
法
へ
の
署
名
を
拒
否
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
解
釈
論
と
し
て
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
、

大
統
領
の
拒
否
に
対
し
て
政
府
・
与
党
が
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
に
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

V.
C
o
h
e
n
d
e
t
,
 
op. cit., 

V. le 
tableau 4
 d
e
 
!'article 
d
'
0
 livier 
D
u
h
a
m
e
l
,
 
President, 
P
r
e
m
i
e
r
 
ministre, 
g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
 :
 les 

Q
u
e
r
m
o
n
n
e
 (dir.), 
op. cit., 
p. 
132. 

(29)

た
だ
し
、
解
散
に
よ
る
総
選
挙
の
後
一
年
間
、
大
統
領
は
再
び
解
散
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(30) 

differents 
cas 

二
七

d
e
 
figure, 
in 
W
a
h
l
 
et 

（
憲
法
―
二
条
四
項
）
。

C
o
m
p
a
r
e
z
,
 
p
a
r
 
e
x
e
m
p
l
e
,
 
M
a
r
i
e
 ,
 
A
n
n
e
 C
o
h
e
n
d
e
t
,
 
op. cit., 
p. 2
1
6
 
et 
s. 
et 
J
e
a
n
 
M
a
s
s
o
t
,
 
C
h
e
f
 d
e
 l'Etat 
et 
c
h
e
f
 d
u
 G
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
,
 
op. cit., 

V. C
o
h
e
n
d
e
t
,
 
op. cit., 
p. 2
3
3
 et 
s. 
;
 Ma
s
s
o
t
,
 
op. cit., 
p. 1
1
8
 et 
s. 

こ
の
合
意
の
形
成
に
重
要
な
要
素
は
、
こ
れ
ま
で
三
回
の
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
当
事
者
は
、
第
一
一
回
に
お
け
る
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
を
の
ぞ
い
て
、

な
次
期
大
統
領
選
挙
の
潜
在
的
候
補
者
で
あ
り
、
実
際
に
立
候
補
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ひ
と
つ
は
、
自
ら
目
指
す
大

統
領
権
限
を
縮
小
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
政
治
運
営
の
う
え
で
支
障
を
自
分
か
ら
創
り
出
し
た
か
の
よ
う
な

印
象
を
国
民
に
与
え
ま
い
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
当
事
者
の
間
で
、
外
交
・
防
衛
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
対
立
が
実
際
に
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
で
あ
る
。

V. A
l
b
e
r
t
 M
a
b
i
l
e
a
u
,
 
L
a
 personnalisation d
u
 p
o
u
v
o
i
r
 d
a
n
s
 les 
g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
s
 d
e
m
o
c
r
a
t
i
q
u
e
s
,
 
R
e
v
u
e
 f
r
a
n
r
a
i
s
e
 d
e
 sciences politiques, 
m
a
r
s
 

1
9
6
0
,
 
p. 3
9
;
 
d
u
 m
e
m
e
,
 L
a
 personnalisation 
d
u
 p
o
u
v
o
i
r
 
et 
ses 
p
r
o
b
l
e
m
e
s
,
 
L
e
o
 H
a
m
o
n
 et 
A
l
b
e
r
t
 
M
a
b
i
l
e
a
u
 
(dir.)• 

L
a
 personnalisation 
d
u
 

p
o
u
v
o
i
r
,
 
P. 
U. F., 
1
9
6
4
,
 
p. 
1
2
.
 

p. 
102 et s. 

(31) 

(32) p. 
1
6
9
 et s. 

(28) 

(27) な
い
。

(26) 
た
だ
し
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
議
会
多
数
派
（
の
リ
ー
ダ
ー
）

み
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V
.
 Olivier D
u
h
a
m
e
l
,
 
L
a
 g
a
u
c
h
e
 et la 
ve R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
 
P. 
U. F., 
1
9
 00 0
,
 
p. 
2
 
00 6
 et 
s. 

V
.
 i
b
i
d
e
m
.
 p. 
2
8
 00, 2
8
9
.
 

ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
と

R
I
に
つ
い
て
は
、

V
.
J
e
a
n
 ,
 
C
l
a
u
d
e
 Colliard, 
L
e
s
 R
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
s
 i
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
s
 V
a
l
e
r
y
 G
i
s
c
a
r
d
 d'Estaing, 
P. 
U. F., 

1
9
7
1
、
シ
ラ
ク
と

R
P
R
に
つ
い
て
は
、

V
.
A
n
n
i
e
 Collovald, 
J
a
c
q
u
e
s
 C
h
i
r
a
c
 et 
le 
gaullisme, 
Belin, 
1
9
9
9
.
 

(41)

ポ
ン
ピ
ド
ゥ
の
場
合
も
、
一
九
六
七
、
一
九
六
八
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
ド
ゴ
ー
ル
派
の
選
挙
戦
を
取
り
仕
切
っ
た
こ
と
で
、
ド
ゴ
ー
ル
辞
職
の
時
点

で
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
党
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
は
、
ド
ゴ
ー
ル
引
退
後
、
ほ
ぼ
そ
っ
く
り
ド
ゴ
ー
ル

派
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

V
.
Frarn;oise D
e
c
a
u
m
o
n
t
,
 
L
ミ

p
r
e
s
i
d
e
n
c
e
d
e
 G
e
o
r
g
e
s
 P
o
m
p
i
d
o
u
 :
 Es
s
a
i
 s
u
r
 le 
r
e
g
i
m
e
 presidentialiste 

franrais, 
E
c
o
n
o
m
i
c
a
,
 
1
9
7
9
,
 
p. 
4
1
 et 
s. 

(42)

こ
の
よ
う
に
、
大
統
領
公
選
制
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
要
政
党
内
部
に
お
け
る
権
力
の
人
格
化
を
促
進
・
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
政
党

制
も
ま
た
、
党
首
へ
の
権
力
集
中
を
促
す
一
要
素
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
制
は
、
後
述
の
よ
う
に
二
極
化
さ
れ
て
い
く
が
、
多
党
制
で
あ
り
続
け
る

た
め
、
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
過
半
数
の
票
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
他
の
政
党
の
候
補
者
に
投
じ
ら
れ
た
票
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
大
統
領
候
補
者
が
所
属
政
党
に
従
属
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
候
補
者
は
自
ら
の
政
党
に
対
す
る
優
越

性
・
自
律
性
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
候
補
者
に
投
じ
ら
れ
た
票
の
取
り
込
み
の
た
め
に
は
、
第
二
回
投
票
に
進
め
な
か
っ
た
候

補
者
や
政
党
か
ら
支
持
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
が
、
そ
の
た
め
の
交
渉
を
有
効
に
運
ぶ
に
は
、
候
補
者
個
人
の
裁
量
を
広
く
認
め
る
こ
と
が
必
要

(38) 

(39) 

(40) 

(34)

詳
し
く
は
、
参
照
、
塚
本
俊
之
「
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
と
権
力
の
人
格
化
論
」
大
須
賀
明
編
『
社
会
国
家
の
憲
法
理
論
』
敬
文
堂
、
一
九
九
五
年
。

(35)

二
0
世
紀
初
頭
以
来
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
社
会
主
義
勢
力
を
議
会
で
代
表
し
て
き
た
政
党
は
、
労
働
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ラ
ン
ス
支
部

S
F
I
O
)
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
一
年
再
編
成
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
(Parti
socialiste fran9ais) 

(
S
e
c
t
i
o
n
 fran9a1se d
e
 1'lnternat10nale o
u
v
r
i
e
r
e
 11 

と
な
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
両
者
を
区
別
し
な
い
場
合
、
「
社
会
党
」
と
表
記
し
、
区
別
す
る
場
合
「
S
F
I
O
」
ま
た
は
「
社
会
党

(
P
S
)
」
と

表
記
す
る
。

(36)

第
四
共
和
制
下
の
政
党
制
に
つ
い
て
は
、
中
山
洋
平
「
戦
後
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
実
験
第
四
共
和
制
と
「
組
織
政
党
」
一
九
四
四
ー
一
九
五
二
年
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
0

0
二
年
が
詳
し
い
。

(37)

ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
ほ
か
に
、
公
選
制
導
入
と
ほ
ぼ
同
時
に
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
利
用
し
た
人
物
と
し
て
、
ヴ
ァ
レ
リ
・
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン

も
あ
げ
ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
彼
も
自
前
の
政
党
と
し
て
独
立
共
和
派

(
R
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
s
i
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)

を
育
成
し
、
大
統
領
選
挙
に
臨
む
ス
プ
リ

ン
グ
・
ボ
ー
ド
に
仕
立
て
上
げ
る
の
で
あ
る
。

ニ
八
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に
な
る
。

V. J
e
a
n
 ,
 
C
l
a
u
d
e
 Colliard, 
L
a
 singularite frarn;;aise, 
P
o
u
v
o
i
r
s
 n
 
0
 
8
5
 :
 

La d
e
m
o
c
r
a
t
i
e
 majoritaire, 
1
9
9
8
.
 

二
九

こ
の
よ
う
に
、
多
党
制
は
政
党
に
お
け
る
党
首
へ
の
権
力
集
中
を
促
進
す
る
面
が
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
後
述
の
よ
う
に
、
今
後
、
右
翼
に
お

い
て

U
M
P
、
左
翼
に
お
い
て
社
会
党
の
優
位
が
確
立
・
定
着
す
る
な
ら
ば
、
党
首
へ
の
権
力
集
中
を
促
す
ひ
と
つ
の
要
素
が
弱
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(43)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
統
領
公
選
制
と
「
二
極
型
」
政
党
制
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
サ
ル
ト
ー
リ
も
指
摘
し
て
い
る
。
参
照
、

G
.

サ
ル
ト
ー
リ
「
大
統
領
制
で
も
な
く
議
院
内
閣
制
で
も
な
く
」

J
・
リ
ン
ス
、

A
・
バ
レ
ン
ズ
エ
ラ
編
（
中
道
寿
一
訳
）
『
大
統
領
制
民
主
主
義
の
失
敗
』

南
窓
社
、
二

0

0
三
年
、
一
七
六
頁
。

(44) 
V. D
u
h
a
m
e
l
,
 
op. cit., 
p. 2
9
1
 
et 
s. 

(45)

悲
観
的
な
展
望
を
示
す
も
の
と
し
て
、
長
谷
部
・
前
掲
論
文
。

(46)

他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
例
に
取
れ
ば
、
政
党
制
が
一
度
二
極
化
す
れ
ば
、
執
行
府
の
長
の
公
選
制
は
こ
の
二
極
制
を
強
力
に
維
持
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。
前
述
し
た
四
党
二
極
制
は
、
大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
の
得
票
分
布
を
見
れ
ば
、
も
は
や
有
権
者
の
意
思
を
反
映
し
な
く
な
っ
て
久

し
い
し
、
―

1
0
0
二
年
選
挙
に
お
け
る
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
第
一
回
投
票
で
の
敗
退
は
、
有
権
者
レ
ベ
ル
で
の
い
っ
そ
う
の
多
元
化
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
で
も
、
左
翼
・
右
翼
の
政
治
的
分
界
線
を
越
え
て
支
持
を
集
め
る
戦
略
は
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
っ
て
お
り
、
当
選
の
可
能
性
の
あ
る
大

統
領
候
補
は
、
結
局
、
右
翼
ま
た
は
左
翼
の
諸
政
党
の
支
持
を
受
け
ら
れ
る
人
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。

(47)

と
は
い
え
、
大
統
領
多
数
派
と
議
会
多
数
派
の
対
立
可
能
性
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
要
因
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
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